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一
　
は
じ
め
に

茶
道
文
化
を
建
築
的
側
面
か
ら
支
え
て
き
た
職
能
と
し
て
、
数
寄
屋
大
工
の
存
在
が
あ
る
。
明
治
か
ら
昭
和
初
期

に
か
け
て
数
寄
屋
大
工
の
活
動
は
隆
盛
を
む
か
え
、
茶
家
や
数
寄
者
ら
の
様
々
な
要
望
に
、
彼
ら
は
高
い
技
術
を
も

っ
て
応
え
て
い
く
。
そ
こ
に
み
ら
れ
る
高
い
技
術
と
洗
練
さ
れ
た
意
匠
、
個
性
溢
れ
る
豊
か
な
創
造
性
は
、
日
本
の

伝
統
的
木
造
建
築
技
術
の
精
華
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
近
代
の
数
寄
屋
大
工
が
果
た
し
た
事
績
や
、
彼
ら
の
近

世
に
遡
る
系
譜
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
の
も
と
で
一
定
の
蓄
積
が
あ
る
一
。

　

近
代
に
お
け
る
数
寄
屋
大
工
ら
の
活
躍
の
背
景
に
は
、
幕
末
以
降
に
西
洋
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
文
化
や
思
想
も
少

な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
が
、
茶
の
湯
や
数
寄
屋
風
書
院
造
の
も
と
で
培
わ
れ
た
、
近
世
に
遡
る
伝
統
的
大
工
技
術

の
継
承
と
い
う
側
面
を
見
の
が
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
江
戸
時
代
末
期
か
ら
四
代
に
わ
た
り
数
寄
屋
大
工
を

継
承
し
た
木
村
清
兵
衛(

初
代	

～
一
八
六
四
、二
代	

一
八
四
五
～
一
九
一
五
、三
代	

一
八
七
一
～
一
九
五
五
、四
代	

一
九
○
○
～
一
九
七
○)

が
裏
千
家
の
出
入
り
を
つ
と
め
、
亀
之
助(

～
一
八
三
七)

を
初
代
と
す
る
平
井
家
が
武

者
小
路
千
家
や
表
千
家
出
入
り
と
し
て
茶
家
の
数
寄
屋
普
請
を
支
え
た
よ
う
に
、
近
世
か
ら
近
代
へ
と
至
る
数
寄
屋

大
工
の
連
続
性
は
、
彼
ら
の
活
動
を
包
括
的
に
理
解
す
る
う
え
で
看
過
で
き
な
い
。
し
か
し
近
世
の
数
寄
屋
大
工
に

つ
い
て
は
、
棟
札
な
ど
で
断
片
的
な
活
動
が
知
ら
れ
る
二
も
の
の
、
そ
の
実
態
を
具
体
的
に
検
証
し
、
近
代
へ
の
つ

な
が
り
を
考
究
す
る
に
は
史
料
に
乏
し
く
、
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
点
が
多
い
。

こ
う
し
た
研
究
状
況
の
も
と
で
、
本
研
究
は
、
新
出
史
料
「
旧
寺
田
家
文
書
」(

公
益
財
団
法
人
竹
中
大
工
道
具

館
所
蔵)

を
主
要
素
材
と
し
て
、近
世
に
お
け
る
数
寄
屋
大
工
の
具
体
的
な
活
動
の
検
証
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。「
旧

寺
田
家
文
書
」
は
、
文
化
年
間(

一
八
○
四
～
一
八
一
八)

に
表
千
家
の
出
入
り
で
あ
っ
た
数
寄
屋
大
工
「
庄(

正)

五
郎
」
が
記
し
た
図
面
の
ほ
か
、施
主
と
工
匠
と
の
あ
い
だ
に
交
わ
さ
れ
た
書
付
、起
し
絵
図
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
、

一
○
○
点
あ
ま
り
の
史
料
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
庄
五
郎
の
事
績
と
そ
の
系
譜
を
あ
き
ら
か
に
し
、
近
世
か

ら
近
代
へ
と
連
続
す
る
数
寄
屋
大
工
の
活
動
実
態
に
新
た
な
知
見
を
得
る
こ
と
が
本
研
究
の
目
的
で
あ
る
。

二
　
平
成
二
五
年
度
の
調
査
研
究
経
過

ま
ず
本
研
究
に
関
わ
る
基
礎
作
業
と
し
て
、「
旧
寺
田
家
文
書
」
の
写
真
撮
影
及
び
目
録
整
備
を
進
め
た
。
史
料

撮
影
作
業
に
際
し
課
題
と
な
っ
た
の
は
、
写
真
デ
ー
タ
の
今
後
の
活
用
を
念
頭
に
お
い
た
場
合
、
立
体
史
料(

起
し

絵
図)

の
記
録
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
試
行
の
結
果
、
す
べ
て
の
面
に
加
え
、
立
体
的
に
組

み
上
げ
た
状
態
で
角
度
を
変
え
て
撮
影
す
る
こ
と
に
よ
り
、
起
し
絵
図
に
含
ま
れ
る
情
報
を
可
能
な
限
り
網
羅
す
る

こ
と
を
心
が
け
た
。

こ
の
基
礎
作
業
に
よ
っ
て
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
し
た
全
史
料
か
ら
、
以
下
に
報
告
す
る
よ
う
に
共
同
研
究
者
各
自

が
テ
ー
マ
を
分
担
し
て
史
料
内
容
の
考
察
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
得
ら
れ
た
成
果
や
研
究
の
進
捗
状
況
は
、
定
期
的
に

開
催
し
て
い
る
研
究
会
で
の
報
告
を
も
っ
て
研
究
者
間
で
情
報
を
共
有
す
る
と
共
に
、
研
究
を
遂
行
す
る
う
え
で
検

討
す
べ
き
課
題
に
つ
い
て
も
議
論
を
重
ね
た
。
ま
た
そ
れ
と
併
行
し
て
、
将
来
的
に
本
史
料
を
茶
道
研
究
者
や
一
般

の
愛
好
者
に
向
け
て
広
く
公
開
し
活
用
を
は
か
る
た
め
に
、
古
文
書
の
活
字
翻
刻
、
図
面
の
リ
ラ
イ
ト
を
す
す
め
て

い
る
。

三
　
平
成
二
五
年
度
の
調
査
研
究
か
ら
得
た
知
見

三
―
一
　
江
戸
時
代
の
茶
人
と
数
寄
屋
大
工

　

江
戸
時
代
に
活
躍
し
た
数
寄
屋
大
工
の
事
績
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
施
主
と
し
て
彼
ら
に
様
々
な
指
示
を

下
し
、
深
い
交
流
を
も
っ
た
茶
人
の
存
在
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。「
旧
寺
田
家
文
書
」
に
は
、
茶
人
と
数

寄
屋
大
工
と
の
関
わ
り
の
一
端
を
あ
き
ら
か
に
す
る
史
料
と
し
て
、
両
者
の
あ
い
だ
に
交
わ
さ
れ
た
茶
室
の
普
請
を
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め
ぐ
る
具
体
的
な
打
ち
合
わ
せ
の
経
過
を
示
す
図
面
三

が
残
る
。
史
料
に
は
深
三
畳
台
目
に
水
屋
が
付
属
し
た
図

【
図
一
】
が
描
か
れ
、
朱
書
及
び
貼
紙
を
も
っ
て
細
か
な
仕
様
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
史
料
の
余
白
右
上
に
「
朱
書

之
分
此
間
相
伺
候
、
附
紙
之
分
伺
度
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
内
容
は
、
大
工
が
こ
れ
ま
で
の
や
り
と
り
で
決
定

し
た
事
項
を
図
面
に
朱
書
で
記
し
、
新
た
に
判
断
す
べ
き
事
項
を
該
当
箇
所
に
貼
紙
で
書
き
入
れ
、
施
主
の
指
示
を

仰
ぐ
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
茶
室
の
詳
細
決
定
に
至
る
手
順
と
し
て
優
先
さ
れ
た
事
項
（
朱
書
）
と
、
そ
れ
に
続

き
決
定
さ
れ
た
事
項
（
貼
紙
）
の
内
容
は
【
図
一
】
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
が
、
茶
室
に
用
い
る
べ
き
主
要
材
の
樹

種
か
ら
柱
径
、
天
井
高
、
床
廻
り
の
詳
細
ほ
か
、
柱
の
色
付
け
具
合
に
至
る
ま
で
、
事
細
か
に
施
主
の
意
向
を
仰
ご

う
と
す
る
数
寄
屋
大
工
の
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
自
ら
の
創
意
を
も
っ
て
個
性
豊
か
な
表
現
活
動
を

展
開
し
た
近
代
の
数
寄
屋
大
工
と
は
異
な
る
、
前
近
代
に
お
け
る
茶
人
と
数
寄
屋
大
工
と
の
関
係
を
み
て
と
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
な
お
茶
室
の
普
請
に
あ
た
り
、
こ
の
よ
う
に
床
柱
や
中
柱
、
廻
縁
と
い
っ
た
主
材
料
の
樹
種
を
先
ん

じ
て
決
定
す
る
に
至
っ
た
理
由
が
、
施
主
の
要
望
に
よ
る
の
か
大
工
側
の
都
合
に
よ
る
の
か
は
史
料
を
欠
き
あ
き
ら

か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
が
空
間
の
基
本
寸
法
（
天
井
高
や
内
法
高
さ
、
柱
径
な
ど
）
に
優
先
す
る
事
項
で

あ
っ
た
こ
と
は
、
条
件
に
適
っ
た
材
を
確
保
す
る
に
は
時
間
を
要
す
る
と
い
う
理
由
と
共
に
、
こ
の
茶
室
を
決
定
づ

け
る
要
素
が
そ
こ
に
見
い
だ
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

【
図
一
】
深
三
畳
台
目
茶
室
平
面
図
と
記
入
さ
れ
た
打
合
せ
事
項

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「
旧
寺
田
家
文
書
」
Ｃ
一
一
○
一
六
五
よ
り
作
成)

三
―
二
　
数
寄
屋
大
工
庄
五
郎
と
表
千
家

　

江
戸
時
代
の
数
寄
屋
大
工
の
活
動
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
、「
庄
五
郎
」
を
名
乗
る
工
匠
が
、
文
化
年
間
に
表

千
家
に
出
入
り
し
て
い
た
こ
と
や
、
文
久
二
年(

一
八
六
二)

の
表
千
家
屋
敷
図
の
作
成
を
手
が
け
た
こ
と
な
ど
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
四
。「
旧
寺
田
家
文
書
」
に
は
、
そ
の
数
寄
屋
大
工
庄
五
郎
自
身
が
記
し
た
表
千
家
の
残
月
亭
や
不

審
庵
の
外
待
合
、
中
潜
り
や
水
屋
の
寸
法
書
、
絵
図
面
な
ど
が
残
さ
れ
る
。
彼
は
こ
れ
ら
絵
図
寸
法
書
の
作
成
費
用

を
九
代
了
々
斎
に
請
求
し
て
お
り
五

、一
連
の
仕
事
が
表
千
家
の
依
頼
を
う
け
て
取
り
組
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
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か
る
。
こ
の
よ
う
に
表
千
家
と
結
び
つ
く
庄
五
郎
関
連
の
史
料
を
抽
出
し
た
結
果
、
庄
五
郎
の
名
が
み
え
る
「
旧
寺

田
家
文
書
」
の
史
料
で
年
紀
の
あ
る
も
の
は
い
ず
れ
も
文
化
八(

一
八
一
一)

に
限
ら
れ
、
九
代
了
々
斎
の
時
代
に

あ
た
る
こ
と
、
そ
し
て
当
時
の
庄
五
郎
の
居
住
地
は
「
下
長
者
丁
通
室
町
東
へ
入
」
六

と
、
千
家
の
近
く
に
居
を
構

え
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
本
年
度
の
調
査
で
は
、
庄
五
郎
か
ら
「
住
山
様
」
に
宛
て
た
絵
図
七

な
ど
に
注

目
し
、
同
人
が
交
流
を
も
っ
た
茶
人
「
住
山
」
に
つ
い
て
の
資
料
を
渉
猟
し
た
。
そ
の
結
果
「
住
山
」
と
は
、
表
千

家
八
代
啐
啄
斎
及
び
九
代
了
々
斎
に
師
事
し
、
の
ち
に
一
○
代
吸
江
斎
の
後
見
を
つ
と
め
た
江
戸
時
代
後
期
の
茶
人

「
二
代
住
山
楊
甫(
宗
仙)

」
を
指
す
こ
と
が
あ
き
ら
か
と
な
っ
た
【
図
二
】。
前
項
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
江
戸
時

代
に
お
け
る
数
寄
屋
大
工
は
、
茶
人
の
指
示
を
事
細
か
に
仰
ぎ
、
そ
の
意
向
に
忠
実
な
空
間
を
作
り
出
し
た
。
庄
五

郎
の
場
合
に
も
、
表
千
家
に
深
く
関
わ
る
住
山
と
の
交
流
を
背
景
に
、
千
家
の
仕
事
に
携
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

【
図
二
】
表
千
家
と
住
山
家
（『
京
の
茶
家
』
墨
水
書
房
よ
り
作
成
）

　
と
こ
ろ
で
先
に
述
べ
た
文
久
年
間
の
表
千
家
屋
敷
図
に
登
場
す
る
「
庄
五
郎
」
と
、「
旧
寺
田
家
文
書
」
に
登
場

す
る
「
庄
五
郎
」
の
あ
い
だ
に
は
半
世
紀
の
開
き
が
あ
り
、
同
一
人
物
と
み
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
、

西
芳
寺
（
京
都
府
京
都
市
）
に
造
ら
れ
た
茶
室
、
少
庵
堂
の
水
屋
に
掲
げ
ら
れ
た
扁
額
に
、
興
味
深
い
文
言
が
し
た

た
め
ら
れ
て
い
る
八

。
少
庵
堂
は
大
正
九
年
（
一
九
二
○
）
に
建
立
さ
れ
た
。
そ
の
扁
額
に
は
「
御
数
奇
屋
師
庄
五

郎
五
世
孫	

上
阪
浅
次
郎
」
と
、
近
代
に
活
躍
し
た
数
寄
屋
大
工
、
上
坂
浅
次
郎(

一
八
六
九
～
一
九
二
八)

の
名
が

記
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
浅
次
郎
は
少
庵
堂
の
普
請
に
際
し
、
五
世
庄
五
郎
の
孫
を
名
乗
っ
て

い
た
。
さ
ら
に
浅
次
郎
の
父
で
明
治
三
三
年
（
一
九
○
○
）、
六
〇
歳
で
没
し
た
上
坂
久
七
は
、「
数
寄
屋
匠
の
遠
藤

正
五
郎
に
学
ん
だ
」
大
工
で
あ
っ
た
と
い
う
九
。
こ
れ
ら
の
史
実
は
、「
庄
（
正
）
五
郎
」
と
い
う
名
跡
が
近
世
か
ら

近
代
に
至
り
代
々
継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
そ
の
系
譜
が
近
代
の
数
寄
屋
大
工
へ
と
つ
な
が
る
も
の
で
あ

っ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。

三
―
三
　
天
明
大
火
と
表
千
家
屋
敷

利
休
二
○
○
年
忌
を
翌
年
に
控
え
た
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）、
表
千
家
屋
敷
は
京
都
の
大
半
を
類
焼
し
た
天
明
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大
火
に
罹
り
焼
失
す
る
。「
旧
寺
田
家
文
書
」
に
は
、
そ
の
後
の
再
建
計
画
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
一
連
の
図
面

が
残
さ
れ
て
い
る
。
本
年
度
は
そ
れ
ら
の
史
料
か
ら
、
表
千
家
屋
敷
内
の
建
物
配
置
や
各
室
の
形
状
、
動
線
計
画
な

ど
が
様
々
に
検
討
さ
れ
、
次
第
に
現
状
に
近
い
間
取
り
が
整
え
ら
れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
の
検
証
を
試
み
た
。
本
テ
ー

マ
に
つ
い
て
は
共
同
研
究
者
の
桐
浴
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
、
あ
わ
せ
て
表
千
家
の
現
状
建
物
や
先
行
研
究
で
紹
介

さ
れ
て
い
る
関
連
絵
図
と
の
比
較
を
通
し
て
、
絵
図
の
制
作
時
期
や
計
画
の
変
遷
を
考
察
し
た
。
以
下
に
そ
の
概
要

を
記
す
。

な
お
、
こ
の
大
火
後
の
表
千
家
屋
敷
再
建
計
画
に
関
わ
っ
た
工
匠
に
つ
い
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
特
定
で
き
る
史
料

は
な
い
。
数
寄
屋
大
工
庄
五
郎
が
表
千
家
に
出
入
り
し
て
い
た
と
は
い
え
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
彼
の
名
前
が
作

成
年
の
明
確
な
「
旧
寺
田
家
文
書
」
の
史
料
に
登
場
す
る
の
は
い
ず
れ
も
文
化
八
年(

一
八
一
一)

に
限
ら
れ
、
そ

れ
に
遡
る
表
千
家
屋
敷
再
建
計
画
に
、
彼
が
出
入
り
の
大
工
と
し
て
直
接
関
わ
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

た
だ
し
工
匠
の
特
定
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
史
料
を
検
証
す
る
こ
と
は
、
近
世
の
数
寄
屋
大
工
が
い
か
な

る
手
法
を
も
っ
て
設
計
に
の
ぞ
ん
だ
の
か
を
具
体
的
に
示
す
事
例
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
天
明
大
火
後
に
再
建
さ
れ
た

表
千
家
屋
敷
は
、
明
治
三
九
年(

一
九
○
六)
に
利
休
堂
を
残
し
再
び
大
半
を
焼
失
す
る
も
の
の
、
焼
失
前
の
屋
敷

構
成
を
踏
襲
す
る
か
た
ち
で
そ
の
後
復
興
さ
れ
、
現
在
に
い
た
る
。
す
な
わ
ち
天
明
大
火
後
の
復
興
計
画
は
、
表
千

家
に
お
け
る
現
状
の
構
成
へ
と
つ
な
が
る
茶
家
の
屋
敷
を
つ
く
り
だ
す
も
の
と
な
っ
た
。

三
―
三
―
一
　
天
明
大
火
以
前
の
表
千
家
屋
敷

「
旧
寺
田
家
文
書
」
に
は
、「
千
家
全
図
写
」
一
〇
と
と
題
さ
れ
た
図
面
【
図
三
】
が
残
る
。
本
図
が
表
千
家
屋
敷
を

示
す
こ
と
は
、
残
月
亭
や
不
審
庵
が
描
か
れ
る
こ
と
か
ら
も
あ
き
ら
か
で
、「
写
」
と
い
う
こ
と
か
ら
こ
れ
以
前
に

底
本
の
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
図
に
は
作
成
年
や
筆
者
な
ど
の
記
載
は
な
く
、
写
し
が
作
ら
れ
た
経
緯
も
不
明

で
あ
る
が
、
本
図
面
と
き
わ
め
て
よ
く
似
た
図
と
し
て
、
藤
井
不
羨
庵
（
喜
兵
衛
）
筆
の
古
図
（
藤
井
家
蔵
）
の
存

在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
藤
井
家
の
図
は
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
を
下
ら
な
い
、
七
代
如
心
斎
時
代
の
表
千
家
屋
敷

の
状
況
を
描
く
と
さ
れ
て
お
り
一
一
、
従
っ
て
そ
れ
と
類
似
し
た
本
図
も
天
明
大
火
以
前
の
表
千
家
屋
敷
を
描
く
も
の

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
「
千
家
全
図
写
」
に
描
か
れ
た
表
千
家
屋
敷
の
不
審
庵
、
残
月
亭
あ
た
り
の
外
観
を

西
か
ら
俯
瞰
し
た
図
と
し
て
、「
不
審
庵
之
図
」
一
二
と
題
さ
れ
た
絵
図
が
残
る
。
こ
れ
は
堀
内
家
に
所
蔵
さ
れ
、
堀

内
不
識
斎
筆
「
天
明
年
前
不
審
庵
路
地
之
図
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
図
と
ほ
ぼ
同
じ
描
写
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

れ
ら
立
体
図
の
存
在
か
ら
、「
千
家
全
図
写
」
の
図
は
実
際
の
姿
を
正
確
に
示
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
。

天
明
大
火
以
前
の
表
千
家
屋
敷
【
図
三
】
と
現
在
の
表
千
家
屋
敷
を
比
較
す
る
と
、
様
々
に
異
な
る
点
が
あ
る
。

例
え
ば
次
項
で
分
析
の
対
象
と
す
る
残
月
亭
と
不
審
庵
廻
り
も
ま
た
、
焼
失
の
前
後
で
大
き
く
変
更
さ
れ
た
部
分
で

あ
る
。【
図
三
】
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
天
明
大
火
以
前
は
、
残
月
亭
の
南
に
不
審
庵
が
接
続
し
、
不
審
庵
の
茶
道

口
か
ら
水
屋
の
あ
る
板
間
を
介
し
て
残
月
亭
西
側
の
四
畳
の
入
側
（
畳
縁
）
に
至
る
と
い
う
構
成
を
と
っ
て
い
た
一
三
。	

そ
れ
に
対
し
て
現
状
で
は
、
不
審
庵
は
残
月
亭
の
東
に
移
り
、
か
つ
て
不
審
庵
が
位
置
し
て
い
た
残
月
亭
の
南
は
露

地
と
な
り
、
残
月
亭
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
残
月
亭
露
地
の
南
に
は
、
一
○
代
吸
江
斎
の
時

に
祖
堂
が
独
立
し
て
建
立
さ
れ
た
。
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【
図
三
】
天
明
大
火
以
前
の
表
千
家
屋
敷

　
　
（「
旧
寺
田
家
文
書
」
Ｃ
○
一
一
○
一
六
一
「
千
家
全
図
写
」
よ
り
一
部
を
リ
ラ
イ
ト
。
図
上
方
を
北
と
す
る
）

三
―
三
―
二
　
天
明
大
火
に
よ
る
表
千
家
屋
敷
の
再
建
計
画
の
変
遷

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、【
図
三
】
の
よ
う
な
構
成
を
と
っ
て
い
た
表
千
家
屋
敷
は
天
明
八
年
の
大
火
に
類
焼
し
、

再
建
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
再
建
計
画
に
関
わ
る
史
料
と
し
て
「
小
菊　

廿
」
と
書
か
れ
た
袋
一
四
の
な
か
に
収
め

ら
れ
た
絵
図
八
点
一
五
が
注
目
さ
れ
る
。
八
点
の
絵
図
は
す
べ
て
平
面
図
で
、
不
審
庵
や
残
月
亭
な
ど
表
千
家
屋
敷
の

建
物
を
描
い
て
い
る
が
、
そ
の
平
面
構
成
は
大
火
以
前
、
現
状
と
い
ず
れ
も
合
致
せ
ず
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
少
し
ず

つ
異
な
る
点
を
も
つ
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、「
小
菊　

廿
」
の
図
は
、
大
火
か
ら
の
復
興
に
際
し
て
、
焼
失
前
の

配
置
や
間
取
り
を
変
更
し
な
が
ら
、
次
第
に
最
終
案
を
形
作
っ
て
い
く
過
程
で
の
、
様
々
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

示
す
も
の
と
推
定
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
れ
ら
一
連
の
図
は
、
先
に
掲
げ
た
「
千
家
全
図
写
」【
図
三
】
と
は
異

な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
実
際
の
状
況
を
示
し
た
図
面
と
は
考
え
に
く
い
。
本
研
究
で
は
こ
れ
ら
八
点
の
図
の
う

ち
、
残
月
亭
及
び
不
審
庵
廻
り
を
描
く
六
点
に
絞
っ
て
検
証
を
行
っ
た
。【
図
四
】
は
、
そ
れ
ら
六
点
の
図
を
リ
ラ

イ
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
小
菊
Ⅰ
か
ら
小
菊
Ⅵ
と
い
う
番
号
は
、
整
理
の
便
宜
上
新
た
に
付
与
し
た
も
の
で

あ
り
、
も
と
も
と
の
図
に
記
入
さ
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
い
。

さ
て
「
小
菊　

廿
」
の
図
面
に
は
個
別
の
表
題
や
年
紀
な
ど
の
記
入
が
な
く
、
建
物
の
位
置
す
る
方
位
も
多
く
が

不
明
で
あ
り
、
か
つ
図
面
の
精
粗
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
小
菊
Ⅰ
か
ら
小
菊
Ⅵ
の
図
面
を
比
較
す
る
に

は
基
準
と
な
る
も
の
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、八
代
啐
啄
斎
好
の
七
畳
敷
き（【
図
四
】④
）や
九
畳（
八

畳
台
目
・
同
図
③
）
と
の
位
置
関
係
が
一
定
で
あ
る
不
審
庵
（
同
図
①
）
を
基
準
に
置
き
、
現
状
と
同
じ
よ
う
に
床

側
を
北
と
考
え
検
討
を
す
す
め
た
結
果
、
次
の
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。
な
お
、
以
下
に
記
す
上
下
左
右
の
方

向
は
、【
図
四
】
の
向
き
―
―
す
な
わ
ち
不
審
庵
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
床
の
間
を
右
上
に
見
た
と
き
の
向
き
に
基

づ
く
。一

、九
畳
（
八
畳
台
目
・
③
）
は
図
面
上
で
六
点
と
も
同
じ
位
置
に
あ
る
が
、
床
の
間
の
位
置
が
右
（
Ⅰ
、
Ⅱ
）

の
も
の
と
、
現
状
と
同
じ
上
（
Ⅲ
、
Ⅳ
、
Ⅴ
、
Ⅵ
）
の
も
の
が
あ
る
。

 

残月亭 

不審庵 
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二
、一
二
畳
（
残
月
亭
・
②
）
は
そ
の
位
置
は
固
定
さ
れ
て
い
る
が
、
向
き
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
縦

長
で
右
下
に
上
段
を
備
え
た
も
の
（
Ⅰ
、
Ⅱ
、
Ⅲ
）
と
、
現
状
と
同
じ
よ
う
に
横
長
で
右
上
に
上
段
を

備
え
た
も
の
（
Ⅳ
、
Ⅴ
、
Ⅵ
）
が
あ
る
。

三
、
利
休
堂
（
祖
堂
・
⑤
）
の
位
置
は
、
Ⅰ
か
ら
Ⅴ
ま
で
は
不
審
庵
の
茶
道
口
か
ら
板
間
を
介
し
て
接
続
す

る
形
式
を
と
り
、
Ⅵ
の
み
「
土
間
廊
下
」
に
よ
っ
て
切
り
離
さ
れ
、
独
立
し
て
建
つ
。

四
、
残
月
亭
の
縁
は
Ⅰ
と
Ⅵ
の
み
に
設
け
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
点
に
注
目
し
、
各
図
の
ス
タ
デ
ィ
が
ど
の
順
番
で
行
わ
れ
た
の
か
を
検
証
し
た
。
現
段
階
で
は
、
現

状
と
最
も
共
通
す
る
点
の
多
い
小
菊
Ⅵ
を
最
終
案
と
考
え
、
古
い
も
の
か
ら
順
に
Ⅰ
→
Ⅱ
→
Ⅲ
→
Ⅳ
→
Ⅴ
→
Ⅵ
で

あ
る
と
仮
定
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
最
終
案
を
確
定
す
る
ま
で
に
は
、
数
多
く
の
試
行
錯
誤
と
手
戻
り
が
重
ね
ら

れ
た
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
仮
定
し
た
こ
の
順
番
は
、
あ
く
ま
で
現
状
と
比
較
し
て
類
似
性
の
低
い
も
の
か
ら
高
い

も
の
へ
と
並
べ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
必
ず
し
も
実
際
の
ス
タ
デ
ィ
の
順
と
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を

記
し
て
お
く
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
か
ら
は
、
大
火
前
に
は
南
に
不
審
庵
、
西
に
入
側
縁
が
接
続
し
、
外
部
に
対
し
て

閉
鎖
的
で
あ
っ
た
残
月
亭
が
、
西
と
南
の
二
方
を
外
部
に
開
き
、
次
第
に
開
放
的
な
明
る
さ
を
獲
得
し
て
い
く
状

況
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

で
は
、
こ
れ
ら
の
図
は
天
明
大
火
に
よ
る
類
焼
の
あ
と
、
い
つ
頃
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。【
図
四
】

に
み
ら
れ
る
七
畳
敷
き
（
④
）
は
、
表
千
家
八
代
啐
啄
斎
の
時
代
に
新
造
さ
れ
た
。
ま
た
、
現
在
の
利
休
像
は

寛
政
二
年
（
一
七
九
○
）
の
造
像
銘
が
あ
り
、
利
休
堂
脇
に
設
け
ら
れ
た
一
畳
台
目
向
板
入
の
反
古
張
の
席
も
啐

啄
斎
の
手
で
建
て
加
え
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。「
小
菊　

廿
」
が
一
連
の
も
の
（
同
時
期
の
ス
タ
デ
ィ
図
、

計
画
図
）
で
あ
る
と
す
る
と
、
今
回
検
証
し
た
六
点
の
図
に
は
す
べ
て
に
七
畳
敷
き
が
記
入
さ
れ
、
さ
ら
に
一
部

に
は
反
古
張
席
の
記
載
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
図
は
啐
啄
斎
時
代
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
く

な
る
。
つ
ま
り
天
明
大
火
直
後
の
計
画
案
で
あ
る
。
大
火
に
よ
る
千
家
屋
敷
の
焼
失
後
、
ま
も
な
く
利
休
二
○
○

年
忌
（
一
七
八
九
）
を
迎
え
た
啐
啄
斎
と
そ
の
時
の
工
匠
が
、
復
興
の
た
め
に
行
っ
た
様
々
な
ス
タ
デ
ィ
が
こ
れ

ら
の
図
面
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
残
月
亭
と
不
審
庵
を
分
離
し
、
敷
地
の
南
側
の
庭
間
に
独
立
し
た
祖
堂
を
設
け

る
な
ど
、
現
在
の
屋
敷
構
成
に
つ
な
が
る
形
式
が
こ
の
時
期
に
確
立
し
て
い
く
こ
と
を
反
映
し
た
も
の
と
推
定
さ

れ
る
。

　

そ
の
後
の
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）、
表
千
家
は
紀
州
侯
よ
り
表
門
を
拝
領
す
る
。
そ
の
時
他
の
部
分
に
変
化

が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
。
さ
ら
に
時
代
が
下
が
り
、
天
保
一
○
年
（
一
八
三
九
）
の

利
休
二
五
○
年
忌
に
は
利
休
像
を
安
置
す
る
場
を
変
更
す
る
な
ど
の
改
修
が
行
わ
れ
、
利
休
堂
が
現
在
の
よ
う
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

	

①

①
①

②

⑤

②②
②

③ ③

③ ③

⑤ ⑤
⑤

①

④

④

小
菊

Ⅲ

小
菊

Ⅳ
小

菊
Ⅴ

小
菊

Ⅵ
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【
図
四
】
天
明
大
火
後
の
表
千
家
屋
敷
再
建
計
画
案

																																																																																	（「
旧
寺
田
家
文
書
」
Ｃ
一
一
○
一
三
六
「「
小
菊　

廿
」
よ
り
リ
ラ
イ
ト
）

　
　

						
図
中
番
号　

①
不
審
庵
／
②
残
月
亭
／
③
九
畳
／
④
啐
啄
斎
好
七
畳
／
⑤
利
休
堂

（
祖
堂
）

 

① ① 

① ① ① 

② 

② 

② 

⑤ 

② 

② ② 

⑤ 

③ 

③ 

③ 

③ 

③ 

③ 
⑤ 

⑤ 

⑤ ⑤ 

① 

④ ④ 

④ 

④ 

④ ④ 

小菊Ⅰ 小菊Ⅱ 小菊Ⅲ 

小菊Ⅳ 小菊Ⅴ 小菊Ⅵ 
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四
　
お
わ
り
に

　

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
本
年
度
は
江
戸
時
代
に
活
躍
し
、
そ
の
系
譜
が
近
代
の
工
匠
に
つ
な
が
る
可
能
性
を

も
つ
数
寄
屋
大
工
「
庄
五
郎
」
に
つ
い
て
、
彼
の
出
入
り
先
で
あ
っ
た
表
千
家
と
の
関
わ
り
に
注
目
し
て
考
察
を
す

す
め
た
。
そ
し
て
「
旧
寺
田
家
文
書
」
か
ら
、
天
明
大
火
に
焼
失
し
た
表
千
家
屋
敷
の
再
建
計
画
に
関
わ
る
ス
タ
デ

ィ
図
を
と
り
あ
げ
、
現
在
へ
と
つ
な
が
る
茶
家
の
屋
敷
の
構
成
が
形
作
ら
れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
検
証
し
た
。
本
稿

で
報
告
し
た
よ
う
に
、
江
戸
時
代
の
工
匠
は
茶
人
の
意
向
を
巨
細
に
わ
た
っ
て
う
か
が
い
、
そ
の
指
示
に
忠
実
に
従

っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
庄
五
郎
は
千
家
屋
敷
の
近
く
に
居
住
し
、
茶
人
住
山
宗
仙
と
の
交
流
を
持
ち
つ
つ
表
千
家

に
出
入
り
し
、
求
め
に
応
じ
て
残
月
亭
や
不
審
庵
な
ど
の
絵
図
面
、
寸
法
書
を
記
録
し
た
。
今
後
は
、
彼
が
文
化
八

年
に
し
た
た
め
た
表
千
家
屋
敷
の
建
物
の
絵
図
寸
法
書
の
内
容
を
精
査
し
、
現
状
と
の
相
違
や
、
そ
れ
が
作
成
さ
れ

た
背
景
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
住
山
家
や
上
坂
家
な
ど
、
彼
と
関
わ
っ
た
茶
人
や
近
代
数
寄

屋
大
工
の
周
辺
か
ら
庄
五
郎
に
関
連
す
る
史
料
を
渉
猟
し
、
彼
の
活
動
が
数
寄
の
世
界
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
あ
き
ら

か
に
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

一	

中
村
昌
生
『
数
寄
の
工
匠　

京
都
』
淡
交
社
、
一
九
八
六
年
／
桐
浴
邦
夫
『
近
代
の
茶
室
と
数
寄
屋
―
茶
の
湯

空
間
の
伝
承
と
展
開
―
』
淡
交
社
、
二
○
○
四
年
／
松
本
康
隆
「
笛
吹
嘉
一
郎
の
職
能
と
茶
室
の
全
体
的
把
握
の

た
め
の
基
礎
的
研
究
」
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
第
六
一
○
号
、
二
○
○
六
年
／
中
村
琢
巳
「
木
村
清
兵
衛

と
益
田
鈍
翁
に
よ
る
二
席
の
燈
心
亭
写
し
茶
室
―
諦
聴
寺
「
花
雲
」
と
旧
久
邇
宮
別
邸
「
花
雲
亭
」
に
つ
い
て
」『
建

築
史
学
』
五
八
号	

二
○
一
二
年
ほ
か
。

二	

例
え
ば
鴻
池
了
瑛
が
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）、
大
徳
寺
塔
頭
玉
林
院
に
造
立
し
た
茶
室
蓑
庵
と
霞
床
席
を
手
が

け
た
工
匠
の
名
は
、
棟
札
に
よ
る
と
「
遠
藤
庄
右
衛
門
隆
明
」
で
あ
っ
た
。
中
村
昌
生
博
士
は
、
こ
こ
か
ら
「
当

時
す
で
に
数
寄
屋
大
工
と
い
う
専
門
職
が
成
り
立
っ
て
い
た
」
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
と
共
に
、
了
瑛
が
表
千
家
七

代
如
心
齋
に
師
事
し
た
縁
か
ら
、
遠
藤
庄
右
衛
門
が
千
家
出
入
り
の
数
寄
屋
大
工
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
さ
れ

て
い
る
（
前
掲
注
一
『
数
寄
の
工
匠　

京
都
』）。

三
「
旧
寺
田
家
文
書
」
Ｃ
一
一
○
一
六
五
（
数
字
は
目
録
番
号
を
示
す
。
以
下
同
）「
表
題
な
し(
三
畳
大
目
茶
室		

					

平
面
図)

」

四　

前
掲
注
一
『
数
寄
の
工
匠　

京
都
』

五
「
旧
寺
田
家
文
書
」
Ｃ
一
一
○
一
四
六
「
利
休
形
中
潜
り
起
絵
図
」。
庄
五
郎
は
「
利
休
形
中
潜
り
絵
図
寸
法
」

					

に
つ
い
て
、
書
類
の
作
成
費
と
し
て
弐
百
疋
を
請
求
し
て
い
る
。

六
「
旧
寺
田
家
文
書
」
Ｃ
一
一
○
一
三
二
―
○
一
「
残
月
亭
寸
法　

附
三
畳
敷
」

七
「
旧
寺
田
家
文
書
」
Ｃ
一
一
○
一
三
八
―
○
○
「
道
安
様
御
好
之
四
帖
半
御
数
寄
絵
図
寸
法
写
」
文
化
八
年
四
月

					

二
四
日
ほ
か
。

八	

日
向
進「
西
芳
寺
の
茶
亭
」（
梅
原
猛
監
修『
西
芳
寺
―
新
版
古
寺
巡
礼
京
都	

三
六
』所
収
、淡
交
社
、二
○
○
九
年
）

九	

前
掲
注
一
『
数
寄
の
工
匠　

京
都
』

一
〇
「
旧
寺
田
家
文
書
」
Ｃ
○
一
一
○
一
六
一
「
千
家
全
図
写
」

一
一		

中
村
昌
生
「
不
審
庵
の
建
物
と
庭
」（『
茶
と
美	

第
九
号　

茶
室
と
露
地
』
所
収
、
茶
と
美
舎
、
一
九
七
九
年
）

一
二
「
旧
寺
田
家
文
書
」
Ｃ
○
一
一
○
一
三
○
―
○
一

一
三		

天
明
大
火
以
前
の
表
千
家
屋
敷
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
一
一
に
詳
し
い
。

一
四		

袋
に
記
さ
れ
た
「
小
菊　

廿
」
が
何
を
意
味
す
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
収
め
ら
れ
て
い
た
図
面
と
は
関
係
の

　
　

な
い
文
言
な
の
か
、
あ
る
い
は
ま
た
、
本
来
は
こ
う
し
た
ス
タ
デ
ィ
図
面
が
袋
内
に
「
二
○
点
」
収
め
ら
れ
て

							

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

一
五		「
旧
寺
田
家
文
書
」
Ｃ
一
一
○
一
三
六
―
○
二
～
Ｃ
一
一
○
一
三
六
―
○
九
「
小
菊　

廿
」


